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かれていくと思います。台本とポストイットの

箇所は、18 ～ 22 ページをご覧ください。

国会との関わり、深まる

　この 5 年あまり、多様な教育、ホームスクー

リングの環境整備に向けて、絆を深めてきた議

員の皆さんにも新しい変化がありました。河村

建夫元官房長官は、昨秋の選挙で引退、ご長男

の建一さんは関東の比例代表に出るも、惜しく

も次点で、議席獲得はなりませんでした。

　昨冬に最後の朝食会が開催され、これまでと

ても良くしてくださった河村議員に感謝と神さ

まの祝福をお伝えしたく、出席しました。急転

した情勢の中で不出馬・引退が決まり、「本 1冊

書ける 1週間だった」とのことでした。でも「こ

れからも、永田町に個人事務所を構え、これま

での文科省らとのパイプを活かして、貢献して

いきたい」とのことで、「これからも、お世話に

なります」と伝えると、「ぜひ、連絡ください」

と嬉しいご返答がありました。

　ご長男の建一さんは「これからどんな仕事で

も行い、雑巾がけの仕事に励みつつ、夏の参議

院選挙にチャレンジします」と張り切っておら

れ、私からは次のようにお声をかけました。

　「今日は何と言葉をかけたらいいかと思ってま

いりましたが、今日のご挨拶を聞いて嬉しく思

いました。神さまの祝福を祈ってます。クリス

チャンのお母さんにはこれまでも励まされ、ま

た河村先生にもずいぶんお世話になりました。

これからは建一さんにもご指導を仰ぎたいと

思っています。次の選挙への祝福を祈っていま

す」「ぜひ、お願いします」と話して別れました。

　馳浩元文科大臣は、石川県知事選挙に出馬す

るため総選挙には出ず、共産党の畑野君江議員

も比例復活はならず、残念でした。クリスチャ

ンの松平浩一前議員（立憲）や山川百合子前議

員（立憲）も惜敗で、本当に残念でした。

　国家朝餐祈祷会（主催　日本 CBMC/ 青木仁志

理事長）には、石破茂元地方創生大臣が出席さ

河村建夫 元官房長官・元文科大臣との朝食会にて

　（2021 年 11 月 17 日）
河村建一さん　今夏の参院選へ
　（2021 年 11 月 17 日）
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れていました。「自分はこれで良いのかと神に反

省しながらの日々です」とスピーチされました。

石破元大臣の記事を掲載させていただいたチア

のニュースレターを持参し「毎年、お渡しして

いますチアのニュースレターの続きです。みん

なで祝福を祈ってます」

　「ありがとうございます。頂いていいですか。

車で読ませていただきます。もっと深く話せる

ようにしなければね」と笑顔で受け取ってくだ

さいました。

新しきシフト

　一方、同じく大変お世話になっている笠ひろ

ふみ元文科副大臣（フリースクール等超党派議

連幹事長代理）は、選挙直前に立憲に入党され、

「（無所属から党所属に戻ったため、議連で）もっ

と動きやすくなった」とおっしゃっています。

議連でも引き続き、リーダーシップを取ってく

ださるのではと思います。

　1 月の会合でも、「超党派で教育立国推進協議

会を設立し、与党からは下村博文元文科大臣が

会長に、野党からは私が野党第一党ということ

で幹事長となりました。先日の議員への説明会

には 130 名もの国会議員が出席されました」「こ

の『教育立国推進協議会』には、民間の有識者

の皆さんにも参加していただこうと思っていま

す。設立総会は１月 19 日にあります。稲葉さん

もぜひ参加してください」と声をかけてくださ

いました。

　「多様な教育・ホームスクーリング」「聖書・

▶上から順に
石破茂　元自民党幹事長 / 地方創生大臣
　（2021 年 11 月 18 日）

下村博文　元文科大臣　
（2021 年 12 月 6 日）

浮島とも子　元文科副大臣
　（2022 年 1 月 19 日）
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クリスチャン」の視点を持って参加させていた

だき、有意義な時間でした。

　下村博文元文科大臣（議連顧問）や浮島とも

子元文科副大臣（公明・議連幹事）、寺田学議員（立

憲・議連事務局長）も当選され、継続して一緒

に歩んでいただけると思います。下村元文科大

臣とは、派閥のセミナーでも再会し、「（下村議員）

今日は誰の紹介ですか？」「（稲葉）馳先生です。

これからまた下村先生にいろいろとお世話にな

ります。教育機会確保法も今、現場で 3 つ 4 つ

の改善点が見えてきています。これからもよろ

しくお願いします」「はい。また、事務所に連絡

ください」とのことでした。上記の「教育立国

推進協議会」にて、下村元文科大臣、浮島元文

科副大臣とも個人的にご挨拶でき、それも感謝

でした。

　このように、小さな歩みですが、一つ一つ、

扉が開かれていっています。

 

 コンベンション・白馬セミナー等は順延、
今年は ZOOM セミナー等へシフト、

「マット・跳び箱セミナー」
「奥多摩散策トリップ」も初開催予定！

　コンベンション、白馬セミナーについてのお

問い合わせも増えてきました。全国対象の宿泊

型企画ですが、残念ながら順延の方向にした方

が良い……と、涙の判断となりました。

　海外講師陣の入国は、禁止から一転し、制限

緩和の流れになってはいます。しかし、今後緩

和が進んだとしても、外国人の自粛期間への対

応や感染への各種対策等があり、難しい状況が

予想されます。国内の講師陣だけで、という選

択肢もありますが、全国から集まって宿泊型イ

ベントを行うのは、まだ無理がある可能性が高

いと思われ、残念ながら順延となりました。

　2023 年については、コンベンションは決行す

る予定です。もし難しい状況が続く場合は、海

外の講師陣は Zoom を交えながら実施ということ

を考えています。お祈りいただければ幸いです。

　代わりに、今年は ZOOM セミナー等を増やして

いければと思っています。まず、4 月 1 日（金）

夜 7 時から「ホームスクーラーの受験・進路の

準備について」の ZOOM セミナーを開催するため、

準備を始めています。

　6月には体操コーチを招いて「マット運動・跳

び箱セミナー」（予定：6/24 午後 1 ～ 4 時、国

立オリンピック記念青少年センター・大体育館）、

秋には「奥多摩散策トリップ」、コロナが収まっ

たらですが「青木誠一コーチの誰でも早く走れ

るセミナー　Part2」も開催できればいいなあと

願っています。どうぞ、最善の決定となるよう

にお祈りください。

「ホームスクーラーの進学・受験　
 情熱と感謝とリスペクト大作戦！」
4 月 1 日 夜 7 時

基調講演
○ Aさんとご両親

（伝道を中心にホームスクーリング。高 3 から大

学受験の準備を始め、のちに司法試験合格）

○ギンター千為子さん

（ホームスクーラーママ。3 人の子どもたちは高

認を取ってカナダの大学へ。卒業後、2 人は牧

師へ）

○ Bさん

（高 1 で医師への志を持ち受験勉強をスタート。

現在、研修医）

 

証し
○ Cさん

（高 2 の時に伝道研修の約 1 年を経て、高 3 から

受験勉強。翌春に合格。現在、国立大在学中）

　最近、ホームスクーラーの進学・受験関係の

問い合わせが増えてきています。そうしたご要

望を受け、4 月 1 日（金）夜 7 時～ 8 時 45 分に

チア WEB セミナーを開催させていただくことに

なりました。




